
一
月
二
七
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
東
京
日
比
谷
公
園
野
外

音
楽
堂
に
お
い
て
、
「
『
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
』
に
反
対
し
放
射

能
汚
染
を
阻
止
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催
の
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
渡
っ
た
冬
空
の
下
、
全
国
か
ら
消
費
者
・

漁
業
者
・
サ
ー
フ
ァ
ー
等
の
市
民
約
二
千
人
が
参
集
し
、
六
ヶ
所

工
場
か
ら
の
海
へ
の
放
射
能
放
出
を
止
め
さ
せ
、
日
本
の
漁
業

を
守
り
、
次
代
・
次
々
世
代
ま
で
も
巻
き
込
む
被
害
を
防
ご
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
小
音
楽
堂
で
は
、
ア
ー
チ
ス
ト
中
心
の

「
Ｎ
０

Ｎ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ

Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
共
演

企
画
が
あ
り
六
百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
両
集
会
と
も
、

そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
全
員
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
東
京
駅
ま
で
の
約

二
㌔
を
、
一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
歩
き
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

多
彩
な
人
々
が
訴
え

演
壇
で
は
各
界
の
多
彩
な

人
々
が
歌
や
バ
ン
ド
な
ど
を

交
え
な
が
ら
思
い
思
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

先
ず
、
こ
ま
っ
ち
ゃ
ク
レ

ズ
マ
の
演
奏
が
あ
り
、
続
い

て
、
ジ
ャ
ン
ベ
の
音
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。
吉
本
多
香
美

さ
ん
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

た
め
に
み
ん
な
に
ア
フ
リ
カ

ン
ダ
ン
ス
を
呼
び
か
け
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
「
ア
ー
ス
デ
ィ
で
、
ス
ト

ッ
プ
六
ヶ
所
を
訴
え
た
ら
九

州
電
力
が
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ｔ

Ｖ
番
組
の
出
演
を
キ
ャ
ン
セ

ル
さ
れ
た
」
と
報
告
。『
ア
シ

ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
』
が
登
壇
し

「
ケ
イ
タ
イ
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
最
近

刊
行
の
『
ロ
ッ
カ
シ
ョ
』（
講

談
社
）
の
編
集
の
中
心
と
な

っ
た
音
楽
家
の
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｚ

Ｏ
さ
ん
と
谷
崎
テ
ト
ラ
さ
ん

の
対
談
が
あ
り
ま
し
た
。
テ

ト
ラ
さ
ん
は
「
反
対
と
か
、

イ
ヤ
だ
と
い
う
ば
か
り
で
は

な
く
、
こ
ん
な
未
来
が
い
い

ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
し
て
ゆ
き
た
い
。
日
本
は

こ
の
一
年
で
変
わ
っ
て
き
た
、

す
て
き
な
こ
と
が
起
こ
り
つ

つ
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

歌
手
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
く

ん
は
『
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
』
を

歌
い
ま
し
た
。

国
会
議
員
三
人
が
登
壇

東
京
選
挙
区
の
国
会
議
員

大
河
原
雅
子
、
保
坂
展
人
、

川
田
龍
平
の
三
議
員
が
駆
け

つ
け
「
岩
手
の
ワ
カ
メ
は
お

い
し
い
。
こ
の
海
産
物
を
送

り
続
け
る
三
陸
現
地
の
声
を

是
非
国
会
で
受
け
と
め
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

水
口
憲
哉
先
生
は
「
日
本

中
の
人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い

の
で
日
本
地
図
を
掲
げ
て
歩

き
ま
す
」
と
語
り
、
サ
ー
フ

ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
守
山
倫
明

代
表
は
「
海
を
大
事
に
す
る

こ
と
に
よ
り
自
然
と
人
間
の

大
切
な
も
の
を
取
り
戻
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

岩
手
か
ら
は
約
九
十
人
参
加

岩
手
か
ら
は
、
生
活
ク
ラ

ブ
岩
手
か
ら
二
四
人
、
重
茂

漁
協
な
ど
五
五
人
、
そ
の
他

約
十
人
が
、
横
断
幕
や
大
漁

旗
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

大
漁
旗
に
囲
ま
れ
て
登
壇

し
た
重
茂
漁
協
の
伊
藤
隆
一

組
合
長
は
「
も
し
も
再
処
理

工
場
が
安
全
な
ら
ば
東
京
の

ど
真
ん
中
に
作
っ
て
排
水
は

隅
田
川
に
流
せ
ば
よ
い
。
田

舎
は
命
の
源
。
食
の
原
点
。

三
陸
の
海
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
登
壇
し
た
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
の
加
藤
好
一
会
長

は
、
全
国
ネ
ッ
ト
と
重
茂
漁

協
、
サ
ー
フ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
署
名
が
「
八
十
万
筆

を
数
え
た
」
と
報
告
し
締
め

括
り
ま
し
た
。
（
取
材
・
尚
）

三陸の海を放射能から守る                     天恵の海を守ろう！
岩手の会   第４９号                        200８（平成２０）年      
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二
百
人
結
集
の
熱
気

十
二
時
半
か
ら
の
会
場
に

出
席
し
た
市
民
は
受
け
つ
け

通
行
証
か
ら
約
一
八
五
人
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
国
会
議
員

の
出
席
は
集
会
の
設
定
を
行

っ
た
大
河
原
雅
子
議
員
の
外

に
一
六
人
、
秘
書
の
出
席
が

十
人
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
側
か
ら
は
内
閣
府
原
子

力
安
全
委
員
会
事
務
局
審
査

指
針
課
池
田
英
貴
課
長
補
佐

の
他
、
経
産
省
、
農
水
省
、

環
境
省
の
該
当
部
署
か
ら
十

人
余
が
出
席
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
報
道
関
係
も
含
め
て
大

人
数
と
な
り
、
廊
下
に
あ
ふ

れ
る
人
々
も
出
て
熱
気
あ
ふ

れ
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
宛
署
名
簿

は
、
提
出
に
当
た
っ
て
の
三

人
の
代
表
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

内
閣
府
池
田
課
長
補
佐
に
手

渡
さ
れ
、
経
産
大
臣
宛
の
署

名
簿
は
同
省
金
城
慎
司
課
長

補
佐
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
官
が
回
答
で
き
な
か
っ
た

数
々
の
問
題
点

前
も
っ
て
質
問
書
が
提
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
政
府

担
当
者
の
回
答
説
明
は
残
念

な
が
ら
い
つ
も
の
「
０
・
０

２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
で
安

全
」
の
く
り
返
し
で
し
た
。

し
か
し
多
く
の
国
会
議
員

が
出
席
し
た
中
で
、
再
処
理

工
場
の
垂
れ
流
し
の
放
射
能

廃
液
は
陸
奥
湾
の
水
で
も
薄

ま
ら
な
い
濃
さ
で
あ
り
三
陸

の
漁
業
を
壊
滅
さ
せ
か
ね
な

い
こ
と
、
活
断
層
の
存
在
が

無
視
さ
れ
耐
震
性
が
不
備
の

こ
と
、「
０
・
０
２
２
の
数
値
」

は
ど
こ
で
測
っ
た
の
か
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、「
原
子

力
防
災
指
針
」
の
事
故
時
食

品
摂
取
制
限
の
非
現
実
性
、

昨
年
出
さ
れ
た
耐
震
新
基
準

に
よ
る
「
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
」

が
不
備
の
ま
ま
の
稼
働
は
あ

り
得
な
い
こ
と
・
・
な
ど
な

ど
具
体
的
な
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

国
会
は
早
急
に
放
射
能
汚
染

防
止
法
の
整
備
を

「
岩
手
の
会
」
の
永
田
文

夫
氏
か
ら
は
、
「
『
環
境
基
本

法
十
三
条
』
に
は
放
射
能
に

よ
る
環
境
汚
染
防
止
が
あ
る

が
、『
原
子
力
基
本
法
』
に
は
、

こ
の
条
項
を
具
現
化
す
る
条

文
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

経
産
省
に
は
該
当
委
員
会
も

な
く
、
環
境
省
も
放
射
能
規

制
に
は
タ
ッ
チ
出
来
な
い
現

状
に
あ
る
」
と
す
る
発
言
が

あ
り
、
再
処
理
廃
液
を
野
放

し
に
し
な
い
た
め
に
、
国
会

が
早
急
に
法
律
を
制
定
す
べ

き
と
指
摘
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
国
会
議
員
へ
の
期
待
が

高
ま
る
集
会
の
論
議
で
し
た
。

集
会
は
二
時
四
十
分
に
終

了
し
ま
し
た
。
（
取
材
・
尚
）

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

ー
ー
ー
ー
ー

岩
手
日
報
へ
の
意
見
広
告

 
 

一
五
〇
万
円
集
ま
る

『
子
ど
も
と
海
と
空
の
会
』

が
幹
事
団
体
と
な
り
募
金
を

募
っ
た
「
再
処
理
工
場
の
放

射
能
放
出
」
に
つ
い
て
の
意

見
広
告
は
一
月
二
七
日
朝
刊

に
載
り
ま
し
た
。
募
金
は
予

定
の
百
万
円
を
大
幅
に
超
え
、

五
十
万
の
剰
余
が
出
ま
し
た
。

「放
射
能
海
洋
放
出
規

制
法
（仮
称
）」の
制
定

国
会
・省
庁
要
請
行
動

表
記
の
法
制
定
に
つ
い
て

岩
手
の
一
四
市
町
村
議
会
か

ら
意
見
書
が
国
に
提
出
さ
れ

て
い
る
事
を
受
け
て
二
八
日

午
後
二
時
半
か
ら
、
三
陸
の

海
を
守
る
会
田
村
剛
一
会
長

ら
七
人
は
、
藤
原
良
信
参
議

院
議
員
（
比
例
区
・
岩
手
）

の
付
き
添
い
で
、
国
会
と
内

閣
府
な
ど
八
箇
所
を
ま
わ
り

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

水
産
庁
山
田
修
路
長
官
、
参

議
院
江
田
五
月
議
長
に
は
直

接
面
会
出
来
ま
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

募
金
事
務
局
で
は
、
こ
の
剰

余
金
で
さ
ら
に
、
岩
手
・
青

森
の
他
の
新
聞
に
も
「
意
見

広
告
」
を
掲
載
す
る
事
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

消費者７団体ネット  重茂など岩手６漁協 サーフライダーファウンデーション

３７万９４６９筆   ３９万９５２４筆         ３万１９８０筆

           《署名運動賛同   合計６２０団体・個人》

八
月
以
来
日
本
消
費
者
連
盟
等
七
消
費
団
体
と
重
茂
漁
協
な
ど
岩
手
県
の
六
漁
協
、
さ
ら
に

は
サ
ー
フ
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
ん
だ
「
再
処
理
工
場
本
格
稼

働
阻
止
」
の
署
名
は
総
計
で
八
一
万
筆
を
超
え
ま
し
た
。
一
月
二
八
日
（
月
）
参
議
院
議
員
会

館
会
議
室
に
約
二
〇
〇
人
が
集
ま
り
、
国
会
議
員
・
秘
書
二
十
余
人
が
立
ち
会
う
中
で
政
府
担

当
者
へ
、
正
面
に
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
署
名
簿
の
束
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

江
田
議
長
と
共
に
（
海
の
絵
の
飾

ら
れ
た
参
議
院
議
長
室
で
）

短
針


